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20230726 剽窃にならない引用のやり方 レジュメ 

 

0．剽窃にならないために 

1．引用とは何か・引用はなぜ必要か 

「つまり引用とは、研究者が各自の研究成果（つまり知的財産）を、互いに分割して利用し、リ

ンクを張り合いながら価値を高めていく操作です。この分割利用によって、一人の創作の結果が

多くの人々に共有・共感され、人類全体の叡智となって蓄積されていきます」。1 

 

2．直接引用の方法 

〈図 1〉山田は「卒業論文の準備はできるだけ早くから始めるべきである」と述べている（山田 

2000: 13）。 

 

〈図 2〉（独立引用の場合） 

山田は以下のように述べている。 

 

   多くの学生は、就職活動などを理由に卒業論文の準備に取り掛かるのが遅れ、締め切り間

際になって慌てて論文を仕上げている。（中略）しかし卒業論文とは、大学生活 4 年間の学

びの集大成である。（中略）学生たちには早くから卒業論文の準備に取り掛かり、4 年間の

集大成にふさわしい、すばらしい論文を書いてくれることを願う（山田 2000: 12）。 

 

このように、卒業論文はできるだけ早く準備に取り掛かるべきだと考えられている。 

 

3．間接引用の方法 

〈図 3〉山田によると、近年は多くの学生がレポートの執筆に苦労している（山田 2000:16）。 

 

4．外国語文献の引用 

〈図 4〉リトヴァーンによると、「急進党やガリレイサークルのメンバーは、言論の自由という

名の下に、警察による共産主義者に対する捜査や乱暴な扱いに抗議した」（Litván 2006: 179 訳

は引用者による）とされている。 

  

 

1 林紘一郎他『引用する極意 引用される極意』、勁草書房 2009 年 11 頁。 
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〈図 5〉 

“In fact, both the Radical Party and the old Galileo Circle members protested in the name of 

freedom of opinion against the detentions and rough handling of Communists by the police.” 

「事実、急進党やガリレイサークルのメンバーは、言論の自由という名の下に、警察による共産

主義者に対する捜査や乱暴な扱いに抗議した。」（Litván 2006:179 訳は引用者による）。 

 

5．脚注の場合は 

〈図 6〉：「……」2という指摘はみのがせない。 

    ……という部分は現在も明確には規定されていない3。 
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